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根
室
地
区
農
業
共
済
組
合

で
は
、
か
ね
て
か
ら
同
組
合

の
地
域
経
営
計
画
に
よ
り
、

組
織
の
統
廃
合
に
よ
る
経
営

合
理
化
に
つ
い
て
検
討
が
な

さ
れ
、
現
行
の
「
３
支
所
・

６
診
療
所
体
制
」
か
ら
、

「
３
事
業
セ
ン
タ
ー
体
制
」

に
移
行
す
る
案
が
示
さ
れ

た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
平
成

21
年
12
月
に
、
中
標
津
町
俵

橋
地
区
に
「
北
部
事
業
セ

ン
タ
ー
」
、
別
海
町
西
春

別
地
区
に
「
西
部
事
業
セ

　

３
月
２
日
か
ら
翌
３
月
３

日
早
朝
ま
で
の
暴
風
雪
に
と

も
な
い
、
川
北
地
区
の
一
部

で
は
３
日
の
早
朝
４
時
45
分

か
ら
10
時
54
分
ま
で
約
６
時

間
に
わ
た
る
停
電
が
あ
っ
た

ほ
か
、
庁
内
の
国
道
と
道
道

の
各
路
線
は
２
日
夕
方
か
ら

随
時
通
行
止
め
と
な
っ
た
。

　

町
で
は
、
道
路
の
通
行
止

め
に
よ
り
帰
宅
困
難
と
な
っ

た
方
に
、
２
日
、
午
後
６
時

頃
か
ら
「
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
あ
す
ぱ
る
」
と
「
川
北

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
」
を
順

次
開
放
し
た
。
こ
の
２
つ
の

避
難
場
所
で
は
、
町
民
24
名

を
含
む
、
合
わ
せ
て
51
名
の

方
々
が
不
安
な
夜
を
過
ご
し

た
が
、
最
終
的
に
は
３
日
、

午
後
５
時
頃
に
全
て
の
方
が

帰
宅
の
途
に
つ
い
た
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、
大
き

な
被
害
の
報
告
は
な
か
っ
た

が
、
他
の
自
治
体
で
は
尊
い

命
が
失
わ
れ
て
お
り
、
自
然

災
害
の
恐
ろ
し
さ
と
災
害
対

応
の
難
し
さ
を
改
め
て
実
感

し
た
。
こ
れ
を
教
訓
と
し

　

武
佐
岳
・
妹
羅
山
地
域
の

地
熱
発
電
事
業
は

経
過

⃝
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業

技
術
総
合
機
構
（
ネ
ド
）

が
平
成
18
年
度
ま
で
に
段

階
的
に
行
っ
て
き
た
地
熱

開
発
促
進
調
査
の
結
果
、

２
８
７
・
５
℃
の
発
電
に
十

ン
タ
ー
」
を
そ
れ
ぞ
れ
新
設

し
、
現
在
、
別
海
町
別
海
地

区
に
あ
る
施
設
を
「
南
部
事

業
セ
ン
タ
ー
」
と
す
る
こ
と

が
決
定
さ
れ
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
昨
年
４

月
か
ら
「
北
部
事
業
セ
ン

タ
ー
」
と
「
西
部
事
業
セ
ン

タ
ー
」
の
建
設
整
備
が
進
め

ら
れ
て
い
た
が
、
３
月
中
に

は
完
成
す
る
見
込
み
で
、
現

在
川
北
に
あ
り
、
昭
和
62
年

か
ら
標
津
・
羅
臼
両
町
の
家

畜
診
療
を
担
っ
て
き
た
「
標

津
家
畜
診
療
所
」
は
、
俵
橋

地
区
の
「
北
部
事
業
セ
ン

タ
ー
」
に
移
転
・
統
合
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　

４
月
22
日
か
ら
、
新
セ
ン

タ
ー
で
の
診
療
が
開
始
さ
れ

る
が
、両
町
で
の
家
畜
診
療

に
つ
い
て
は
、従
来
と
変
わ
ら

な
い
体
制
で
実
施
さ
れ
る
。

　

現
在
６
棟
あ
る
職
員
住
宅

に
は
、
家
族
を
含
め
て
10
人

が
居
住
し
て
い
る
が
、
平
成

26
年
度
に
は
中
標
津
町
と
別

海
町
内
に
建
設
さ
れ
る
職
員

住
宅
に
移
転
す
る
と
の
こ
と

で
あ
り
、
本
町
の
人
口
減
少

が
余
儀
な
く
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

家
畜
診
療
所
の

移
転
・
統
合

暴
風
雪
に
よ
る

被
害
な
ど

１
月
21
日
開
会
の
臨

時
会
で
地
熱
調
査
事

業
の
再
開
を
報
告

根室地区農業共済組合

標津家畜診病所が移転・統合
金澤瑛町長の行政報告

て
、
情
報
伝
達
や
避
難
所
開

設
の
方
法
、
関
連
機
関
と
の

連
絡
体
制
な
ど
を
検
討
し
、

今
後
に
備
え
た
い
。

　

今
冬
の
除
雪
状
況
は
、
例

年
に
な
い
早
い
積
雪
状
態
の

た
め
、
12
月
中
旬
で
あ
る
除

雪
作
業
の
初
動
が
12
月
２
日

と
な
っ
た
。
除
雪
稼
働
日
数

も
現
時
点
で
前
年
比
60
回
増

と
な
っ
て
い
る
。
加
え
て
今

回
の
暴
風
を
と
も
な
う
大
雪

に
よ
り
３
千
３
百
万
円
の
委

託
費
の
増
加
の
補
正
を
行
う

旨
報
告
し
て
い
る
が
、
３
月

中
の
降
雪
の
状
況
に
よ
っ
て

は
除
雪
費
の
不
足
見
込
分
を

専
決
処
分
す
る
こ
と
を
理
解

願
い
た
い
。

分
な
地
熱
を
確
認
し
た
が
、

そ
の
広
が
り
や
地
熱
貯
留
層

の
存
在
は
確
認
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
。

⃝
平
成
22
年
度
に
開
始
さ
れ

た
地
熱
開
発
調
査
を
、
石
油

資
源
開
発
㈱
・
三
菱
マ
テ
リ

ア
ル
㈱
・
標
津
町
の
３
者
が

「
坑
井
調
査
」
な
ど
を
含
む

５
年
計
画
の
実
施
に
着
手
し

た
が
、
「
地
表
調
査
」
を
終

え
た
と
こ
ろ
で
、
事
業
仕
分

け
に
よ
り
中
断
。

⃝
平
成
23
年
度
か
ら
は
、
根

室
地
方
総
合
開
発
期
成
会
な

ど
を
通
じ
、
国
な
ど
に
復
活

を
要
望
。

⃝
３
・
11
以
降
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
対
策
が
強
化

さ
れ
、
１
万
５
千
キ
ロ
ワ
ッ

ト
未
満
の
発
電
買
取
価
格
が

最
も
高
い
単
価
の
１
キ
ロ

ワ
ッ
ト
、
42
円
に
設
定
さ
れ

る
な
ど
追
風
に
。

⃝
昨
年
９
月
４
日
に
石
油
資

源
開
発
㈱
の
地
熱
開
発
を
担

当
す
る
「
環
境
・
新
技
術
部

門
」
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
本
部

長
が
来
町
し
、「
地
熱
開
発

の
再
開
に
向
け
て
動
き
出
し

た
い
」と
の
強
い
意
思
表
明
。

⃝
石
油
資
源
開
発
㈱
は
、
地

統合・移転となる川北の家畜診療所
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一般会計補正予算
主なもの （単位：千円）

執行予算残、人件費見込、公共料金の増減等を除く

項　目 金　額 内　容

財政調整基金積立金 100,000 政策積立

リフレッシュ基金積立金 80,000 政策積立

医師住宅用地購入費 17,000 医師住宅用地買上げ

酪肉経営振興対策基金積立金 100,000 政策積立

川北パークゴルフ場用地購入費 4,369 川北パークゴルフ場及び周辺林帯用地買上げ

水産振興基金積立費 101,000 政策積立100,000指定寄附　 1,000

除雪及び排雪費 33,000 除雪業務委託等の不足分による増額

公営住宅建設 80,400 鳩ヶ丘団地２棟目〔国費23,495、地方積49,900〕

トイレ改修事業 13,500 標津中学校〔国費4,545〕

名誉町民小野幸三氏の逝去にとも
なう弔慰金など

2,084千円

専決処分

●１世帯当り100ℓ（10,900円）
●対象世帯（非課税・高齢者・障害・
ひとり親・生活保護・施設入所者の
一部。その他。）

計 3,771千円（補正予算）

福祉灯油特別助成

熱
開
発
推
進
の
分
野
を
ネ
ド

か
ら
引
き
継
ぎ
「
石
油
天

然
ガ
ス
・
金
属
鉱
物
資
源
機

構
」
の
補
助
採
択
に
向
け
た

協
議
や
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁
・
根
釧
東
部
管
理
署
・
北

海
道
な
ど
関
係
機
関
と
理
解

と
後
押
し
を
得
る
た
め
の
事

業
協
議
を
本
町
と
と
も
に
共

同
体
制
の
中
で
精
力
的
に

行
っ
て
き
た
。

⃝
こ
の
結
果
、
昨
年
12
月
21

日
に
当
面
１
万
４
千
９
百
キ

ロ
ワ
ッ
ト
の
発
電
所
建
設
を

目
標
と
し
た
地
熱
調
査
再
開

の
正
式
決
定
と
い
う
嬉
し
い

報
告
が
あ
っ
た
。

調
査
事
業
の
概
要

⃝
６
月
頃
よ
り
敷
地
造
成
、

８
月
項
に
は
掘
削
機
械
を
組

み
立
て
後
、
平
成
27
年
ま
で

に
毎
年
１
本
の
計
３
本
を
掘

削
し
地
熱
発
電
の
経
済
性
の

可
能
性
を
評
価
す
る
。

⃝
事
業
費
は
、
お
お
む
ね
20

億
円
。

⃝
調
査
掘
削
を
併
行
し
て
、

環
境
調
査
が
実
施
さ
れ
、
貴

重
動
植
物
の
生
息
調
査
・
温

泉
変
動
調
査
な
ど
を
要
望
し

て
い
る
。

⃝
関
係
事
業
と
し
て
専
門
家

な
ど
有
識
者
や
町
民
各
界
に

よ
る
「
武
佐
岳
・
地
熱
開
発

調
査
検
討
委
員
会
」
を
再
開

さ
せ
る
。

　

本
町
の
長
年
の
目
標
で

あ
っ
た
「
地
熱
発
電
所
の
建

設
と
稼
働
」
が
10
年
後
と
い

う
近
い
将
来
の
実
現
に
向

か
っ
て
大
き
な
一
歩
を
踏
み

出
そ
う
と
し
て
い
る
。

意見書
○安心できる介護制度の実現を求
　める意見書
提出者　文教福祉建設常任委員長

高橋　幹雄　
○平成25年度地方財政対策に関
　する意見書
提出者　総務経済常任委員長

藤巻　国治　
○TPP交渉参加阻止を求める意見書
提出者　総務経済常任委員長

藤巻　国治　

地熱資源調査
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一般質問

照
）
町
は
、
美
郷
団
地
に
よ

る
移
住
促
進
の
強
化
や
、
定

住
促
進
住
宅
空
き
家
改
修
事

業
を
実
施
す
る
事
を
人
口
減

少
の
歯
止
め
施
策
と
し
て
推

進
し
て
来
た
。
そ
れ
も
良
策

で
あ
る
が
、
基
幹
産
業
の
農

業
・
漁
業
の
後
継
者
対
策

（
花
嫁
・
花
婿
対
策
）
を
確

固
た
る
も
の
に
し
、
町
の
骨

格
を
成
す
産
業
の
安
定
成
長

へ
の
帰
着
が
、
人
口
漸
減
対

策
の
機
軸
で
あ
る
。

Q　
標
津
町
は
毎
年
、
人
口

漸
減
化
傾
向
に
あ
り
、
調
査

に
よ
る
と
平
成
47
年
に
は
、

４
千
３
２
５
人
ま
で
減
少
す

る
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

（
参
考
１
・
参
考
２
を
参

Q　
灯
油
価
格
高
騰
が
住
民

生
活
を
圧
迫
し
て
来
て
い

る
。

　

生
活
弱
者
に
対
し
て
の

「
福
祉
灯
油
助
成
」
事
業
の

実
施
を
強
く
要
望
す
る
。

A　　
遅
滞
感
は
否
め
な
い
が

低
所
得
世
帯
の
負
担
軽
減
を

図
る
為
に
、
早
急
に
、
実
施

す
る
。
※

木下　孝議員

  

人
口
漸
減
に
対
す
る
政
策
を
質た
だ
す

  

政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
捉
え

  

後
継
者
対
策
の
施
策
を
形
成
し
て
行
く

　

今
、
そ
の
後
継
者
対
策
の

再
構
築
が
強
く
望
ま
れ
る
所

で
あ
る
が
、
町
長
の
所
信
を

質
（
た
だ
）
し
た
い
。

―
各
所
管
課
長
よ
り
、
現
況

報
告
と
今
後
の
方
針
説
明

A　　
あ
え
て
人
口
増
加
対
策

と
言
わ
せ
て
頂
く
が
、
「
ス

テ
ッ
プ
Ⅱ
」
の
４
つ
の
戦
略

プ
ラ
ン
に
お
い
て
も
政
策

パ
ッ
ケ
ー
ジ（
重
点
事
業
群
）

と
捉
え
、総
合
的
に
事
業
を

推
進
し
て
行
く
。本
町
の
屋

台
骨
で
あ
る
農
業・漁
業
、更

に
商
工
業
の
後
継
者
対
策
と

し
て
、交
流
の
機
会
を
広
め
、

そ
の
後
の
フ
ォ
ロ
ー
に
努
め
、

成
婚
率
が
高
ま
る
様
に
施
策

を
形
成
し
て
行
く
。

※�平成25年3月８日、平成25年第１回標津町議会定例会に於いて、議案第38号一般会計補正予算（第８号）
として参考３の内容にて提出され、全会一致で可決された。

＆AQ５人の議員が７項目にわたり
町長に質問しました。（順不同）

 『
福
祉
灯
油
』

 

　
　  

の
実
施

　   平成24年度一般会計補正予算（第8号）事業一覧

科　目
事業名 補正額

（経費）

財　源　内　訳
補正理由・事業内容など

款 項 目 国庫支出金 地方債 その他 一般財源

3 1 1
冬の生活支援特別
対策事業（福祉灯
油特別助成）

3,771 3,771

　灯油価格高騰による低所得世帯の負担軽減を図る特別措置として
平成24年度に限った灯油購入費の助成を実施する。

◎助成額　１世帯当り　灯油100リッター分
　　　　　　　　　　　（10,900円相当）
　　　　　�生活保護は収入と判断されない上限額である8,000円相当

◎対象世帯（非課税世帯）　353世帯
　◦高齢者世帯　230
　　（単身148、夫婦72、夫婦以外の高齢者複数10）
　◦障がい者世帯　37
　◦ひとり親世帯　29
　◦生活保護世帯　44
　◦施設入所者（施設入所していなければ対象となる世帯）３
　◦その他上記に準じると認められる世帯・予備　10

計 3,771 3,771

　　人口動態
区分

年度
自然動態（人） 社会動態（人）

増減人口
出　生 死　亡 転　入 転　出

20 37 58 220 289 △90
21 46 61 230 287 △72
22 41 68 238 247 △36
23 39 60 225 298 △94

24（見込） 41 77 223 306 △119

　この表は、国勢調査と人口問題研究所の推計によるもので、昭和40年の8,051人をピークに
年々減少し、昭和50年には7,781人、昭和60年には7,577人、平成17年には6,063人、直近の

平成22年には5,790人となっております。平成27年以降は人口問題研究所の推計人口となっておりま
すが、22年後の平成47年には4,323人と推計されております。

9,000

8,000

7,000

6,000

5,000

4,000

3,000
Ｓ40 Ｓ50 Ｓ60 Ｈ7 Ｈ17 Ｈ22 Ｈ27 Ｈ32 Ｈ37 Ｈ42 Ｈ47

8,051
7,781

7,577
7,087

6,063
5,790

5,523
5,248

4,945
4,638

4,323

標津町の人口推移

S40 S50 S60 H7 H17 H22 H27 H32 H37 H42 H47
8,051 7,781 7,577 7,087 6,063 5,790 5,523 5,248 4,945 4,638 4,323

参考
１

参考
２

参考
３



5　しべつ議会だより

Q　
（
10
枚
の
説
明
資
料
に

て
質
問
）
住
民
は
、
生
命
・

財
産
の
保
全
か
ら
、
公
共

の
福
祉
の
向
上
等
の
達
成

を
納
税
と
い
う
形
態
で
、

自
治
体
に
信
託
す
る
事
に

な
る
。
そ
こ
で
自
治
体
に

は
「
受
託
責
任
」
が
生
じ

る
。
平
成
25
年
度
標
津
町
予

算
（
骨
格
予
算
）
は
一
般
会

計
で
52
億
９
，
７
０
０
万
円

と
な
っ
た
。
こ
の
信
託
さ
れ

た
財
産
の
運
用
に
関
し
て
、

「
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効

果
を
挙
げ
る
よ
う
に
、
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
地
方

自
治
法
第
２
条
第
14
項
に
定

め
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
運
用
（
事
務
事
業
）

の
評
価
を
行
い
、
次
年
度
予

算
に
反
映
し
、
施
策
及
び

予
算
編
成
の
改
善
に
有
効
な

手
段
と
し
て
導
入
が
進
ん
で

い
る
の
が
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
経

営
サ
イ
ク
ル
を
取
り
入
れ
た

吉田　智議員

「
行
政
評
価
」
（
事
務
事
業

評
価
）
で
あ
る
。
説
明
資
料

１
、
２

　

説
明
資
料
６
、
７
は
、
さ

い
た
ま
市
教
育
委
員
会
の

「
さ
い
た
ま
土
曜
チ
ャ
レ
ン

ジ
ス
ク
ー
ル
推
進
事
業
」
に

対
す
る
教
育
委
員
会
の
行
政

評
価
（
自
己
評
価
）
と
決

算
・
評
価
特
別
委
員
会
の
９

名
の
委
員
の
評
価
と
の
対
比

で
あ
る
。
自
己
評
価
で
は
90

点
Ａ
評
価
で
あ
る
が
委
員
評

価
で
は
、
平
均
47
・
２
点
Ｃ

評
価
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

両
者
の
「
視
点
の
差
異
」
に

  
決
算
審
査
に
於
け
る

  
　『
行
政
評
価
』の
導
入
を
問
う

  

成
果
等
報
告
書
の

  

　
　
　
内
容
を
更
に
深
め
て
…

よ
り
、
財
務
数
値
（
決
算
金

額
）
に
表
わ
れ
な
い
課
題
、

問
題
点
を
見
出
し
、
客
観
的

に
事
業
の
成
果
を
判
断
し
、

次
年
度
へ
と
反
映
で
き
る
。

　

当
町
の
決
算
審
査
時
に
主

要
施
策
の
成
果
等
報
告
書
が

提
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
行
政
評
価
を
導

入
し
、
よ
り
効
果
的
な
予
算

運
用
、
行
政
運
営
へ
と
展
開

す
る
事
を
要
望
し
、
そ
の
導

入
を
問
う
。

A　　
説
明
資
料
６
、
７
の
さ

い
た
ま
市
の
事
例
の
様
に
、

執
行
部
と
議
会
と
の
視
差
に

よ
り
評
価
が
大
き
く
変
わ
る

事
に
驚
く
と
共
に
、
①
施
策

運
営
の
透
明
性
②
財
政
運
営

に
お
け
る
無
駄
の
排
除
③
町

民
の
声
の
間
接
的
な
反
映
の

観
点
か
ら
し
て
も
、
行
政
評

価
の
有
効
性
を
感
ず
る
。
導

入
し
た
町
村
で
は
、
事
務
処

理
が
煩
雑
化
し
、
効
果
が
得

ら
れ
な
い
と
の
声
も
聞
く

が
、
簡
易
評
価
等
も
考
慮
し

成
果
等
報
告
書
の
内
容
を
更

に
深
め
て
、
効
果
的
な
総
合

行
政
を
検
討
し
試
行
す
る
。

説明資料１ 自治体の受託責任と説明責任

説明資料７ 評価内訳

９名の委員平均：（評価点）47.2　 （評価）Ｃ

自治体（受託者）　　　（財・サービスの提供）　　　住民（信託者・受益者）
（納税＝財産信託）

受託責任

評価項目 執行部 委員
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

⑴ 必要性 25 15 10 10 10 15 15 10 10 15
⑵ 妥当性 20 15 10 10 10 15 15 10 10 15
⑶ 費用対効果 20 15 10 10 10 15 15 10 10 15
⑷ 成果 25 15 5 5 5 15 15 5 5 15

合　計 90 60 35 35 35 60 60 35 35 60
評　価 Ａ Ｃ Ｄ Ｄ Ｄ Ｃ Ｃ Ｄ Ｄ Ｃ

説明資料６ 決算・行政評価特別委員会　 行政評価シート

１　 項目別評価

２　 全体評価

施 策 名 事業名
「潤い」のある教育の推進 さいたま土曜チャレンジスクール推進事業

評価項目 評価基準（該当右欄に○） 評価点

⑴必要性
（市民ニーズ）

①きわめて必要性が高い（25点） ○

25

②必要性が高い（20点）
③どちらかといえば必要性が高い（15点）
④どちらかといえば必要性が低い（10点）
⑤必要性が低い（5点）
⑥必要性がない（0点）

⑵妥当性
（市が行わなければな
らないか）

①きわめて妥当性が高い（25点）

20

②妥当性が高い（20点） ○
③どちらかといえば妥当性が高い（15点）
④どちらかといえば妥当性が低い（10点）
⑤妥当性が低い（5点）
⑥妥当性がない（0点）

⑶費用対効果
（コストに見合った成
果があるか）

①きわめて効果的である（25点）

20

②効果的である（20点） ○
③どちらかといえば効果的である（15点）
④どちらかといえば非効果的である（10点）
⑤効果が少ない（5点）
⑥効果がない（0点）

⑷成果
（目標の達成状況）

①きわめて成果がある（25点） ○

25

②成果がある（20点）
③どちらかといえば成果がある（15点）
④どちらかといえば成果がない（10点）
⑤成果が少ない（5点）
⑥成果がない（0点）

評価 評　価　基　準 合計評価点

Ａ

Ａ　きわめて良好である 81点～100点

90
Ｂ　良好である 61点～80点
Ｃ　おおむね適正である 41点～60点
Ｄ　問題がある 21点～40点
Ｅ　かなり問題がある 0点～20点

評
価
コ
メ
ン
ト

　本事業は、希望する児童生徒の基礎学力の向上等を図るため、保護者や地域の住
民等の参画を得て実施しているものであり、教育における市民との協働を具体化し
た取組の一つである。こうした学校・家庭・地域が連携・協力した取組は、国の進
める教育施策と合致するものであるが、本市では、さらに行政を加えた４者が一体
となって推進していることに大きな特徴がある。
　保護者や地域の方が、これまでに身に付けてきた地域や経験、学習成果等を子ど
もたちに還元していただける場としても有効である。

説明資料２ 事務事業評価表の構成 ＰＤＣＡ

【事務事業の上位体系】
・総合計画の体系
【事務事業の目的】
・目的（対象・意図）の明確化
・成果指標の設定
・目標値の設定
・実施内容の説明
・活動指標の設定

【数値による実績測定】
・事業費
（直接事業費・人件費・間接費）
・活動指標
・単位あたりコスト
・成果指標

計画
Plan

執行
Do

【事務事業の評価】
・妥当性（事業目的、対象などの検証）
・有効性（事業の成果の検証）
・効率性（�事業費や単位あたりコスト

の検証）
・総合評価（現状分析、今後の課題抽出）
【今後の方向性】

【具体的な改善提案】
・改善の内容
・改善の主体
・改善時期
・改善実施により期待される効果

改善
Action

評価
Check
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①
標
津
町
は
、
ロ
シ
ア
・
ト

ロ
ー
ル
船
が
標
津
沖
合
で
操

業
し
て
い
る
実
態
を
把
握
し

て
い
る
か
。

②
標
津
町
と
標
津
漁
協
は
、

こ
の
ト
ロ
ー
ル
船
操
業
に
関

し
て
の
影
響
調
査
等
の
打
ち

合
わ
せ
を
し
て
い
る
か
。

③
今
後
の
状
況
把
握
や
影
響

調
査
、
羅
臼
町
と
の
情
報
交

換
な
ど
を
実
施
し
て
い
く
予

定
は
あ
る
か
。

A　　
一
点
目
に
つ
い
て
は
、

ロ
シ
ア
・
ト
ロ
ー
ル
船
が
Ｂ

水
域
で
、
羅
臼
沖
の
中
間
ラ

イ
ン
よ
り
北
方
領
土
海
域
側

で
操
業
し
て
い
る
情
報
は
聞

い
て
い
た
が
、
深
い
問
題
意

識
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
２
月
15
日
に
標
津

漁
協
に
実
態
を
確
認
す
る

と
、
昨
年
11
月
に
更
新
さ
れ

た
漁
場
管
理
レ
ー
ダ
ー
に
、

操
業
日
、
隻
数
、
操
業
位
置

等
が
明
確
で
あ
っ
た
。

Q　
数
年
前
よ
り
標
津
前
浜

に
お
い
て
、
11
〜
12
月
、
ま

た
４
〜
５
月
期
に
ス
ケ
ト
ウ

ダ
ラ
が
漁
獲
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
が
、
こ
の
ス
ケ
ト
ウ

ダ
ラ
の
回
遊
に
合
わ
せ
る
よ

う
に
標
津
地
先
の
国
後
島
領

海
内
で
ロ
シ
ア
・
ト
ロ
ー
ル

船
が
操
業
し
て
い
る
。

　

以
前
、
国
後
島
海
域
で
の

ロ
シ
ア
・
ト
ロ
ー
ル
漁
の
影

響
に
よ
り
、
羅
臼
地
区
の
ス

ケ
ト
ウ
ダ
ラ
の
漁
獲
が
激
減

し
た
こ
と
は
多
く
の
方
が

知
っ
て
い
る
事
と
思
う
。

　

同
様
の
状
況
が
標
津
地
先

に
お
い
て
起
こ
っ
て
い
る
事

に
関
し
て
質
問
し
ま
す
。

藤本　靖議員

  
根
室
海
峡
に
お
け
る
ロ
シ
ア
・

  
ト
ロ
ー
ル
船
の
操
業
に
関
し
て

  

漁
協
と
連
携
、連
絡
協
議
し
、

  

　
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
対
処

　

標
津
海
域
沖
で
は
ス
ケ
ト

ウ
ダ
ラ
の
獲
れ
て
い
た
昨
年

12
月
か
ら
今
年
１
月
に
か
け

て
の
べ
13
日
間
に
わ
た
っ
て

ト
ロ
ー
ル
船
の
出
没
が
確
認

さ
れ
た
。
12
月
９
日
か
ら
11

日
に
４
隻
、
12
月
26
日
か
ら

28
日
に
３
隻
、
１
月
４
日
か

ら
８
日
に
か
け
て
１
隻
で

す
。A

　　
二
点
目
に
つ
い
て
は
、

そ
の
情
報
を
受
け
て
２
月
20

日
と
、
３
月
１
日
に
協
議
し

ま
し
た
が
、
レ
ー
ダ
ー
で
は

規
模
、
漁
獲
量
ま
で
は
確
認

で
き
ま
せ
ん
。

　

漁
協
と
し
て
は
、
狭
い
海

域
な
の
で
ト
ロ
ー
ル
操
業
の

形
態
か
ら
し
て
、
本
町
の
漁

業
に
影
響
が
あ
る
と
の
認
識

で
す
。
標
津
、
野
付
境
界
で

は
８
〜
10
ｍ
と
浅
い
水
域
で

の
ト
ロ
ー
ル
漁
は
海
底
を
引

い
て
い
る
状
況
で
す
。

　

ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
は
一
昨
年

よ
り
標
津
の
固
有
種
と
し
て

の
資
源
と
の
話
も
あ
り
、
大

事
な
資
源
に
な
っ
て
き
て
い

る
時
で
の
状
況
で
あ
り
、
大

き
な
影
響
が
あ
る
と
思
う
。

A　　
三
点
目
に
つ
い
て
は
、

昭
和
63
年
に
羅
臼
沖
に
ロ
シ

ア
の
ト
ロ
ー
ル
船
が
確
認
出

来
て
以
来
、
又
平
成
11
年
４

月
か
ら
の
国
後
島
Ｂ
海
域
の

安
全
操
業
で
の
漁
具
被
害
等

に
対
し
、
羅
臼
町
、
羅
臼
漁

協
が
道
や
関
係
省
庁
、
ロ
シ

ア
大
使
館
に
資
源
枯
渇
、
残

滓
投
棄
に
よ
る
環
境
汚
染
防

止
等
を
含
め
ト
ロ
ー
ル
船
の

操
業
の
即
時
停
止
を
嘆
願
し

て
き
た
。

　

平
成
17
年
か
ら
は
根
室
地

方
総
合
開
発
期
成
会
が
関
係

省
庁
に
根
室
管
内
の
ロ
シ

ア
・
ト
ロ
ー
ル
船
の
操
業
即

時
停
止
、
安
全
操
業
で
の
安

全
航
行
と
海
難
防
止
対
策
を

要
望
し
続
け
て
い
る
。

　

標
津
漁
協
も
根
室
管
内
漁

協
組
合
長
会
で
根
室
海
峡
に

面
す
る
管
内
一
体
の
漁
業
問

題
と
し
て
提
起
す
る
と
の
事

で
、
町
と
し
て
も
標
津
前
浜

の
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
、
他
の
魚

種
の
影
響
を
考
え
る
と
極
め

て
重
要
な
問
題
と
捉
え
て
お

り
、
標
津
漁
協
と
連
携
、
協

議
し
、
羅
臼
漁
協
や
関
係
機

関
と
連
絡
を
と
り
、
ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
て
対
応
す
る
。

根室海峡のロシア・トロール船
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Q　
今
の
住
宅
の
建
築
状
況

が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
、
昭
和
の
時
代
に
建
て

ら
れ
た
建
築
年
数
の
経
過
し

た
住
宅
が
非
常
に
多
い
事
が

わ
か
る
。
昭
和
47
年
か
ら
56

年
、
こ
の
10
年
間
に
建
て
ら

れ
た
住
宅
が
６
７
５
棟
と
全

体
の
３
分
の
１
を
し
め
て
い

る
。
景
気
の
悪
化
・
地
元
産

業
の
厳
し
さ
も
含
め
て
高
齢

化
が
進
ん
で
い
る
。
当
然
年

金
生
活
の
か
た
が
増
え
て
限

ら
れ
た
中
で
生
活
さ
れ
、
住

宅
を
建
て
替
え
改
修
に
多
額

の
お
金
を
要
す
る
。
不
況
問

題
、
高
齢
化
問
題
、
人
口

減
少
問
題
、
こ
れ
が
住
宅

の
新
築
が
急
激
に
落
ち
込

ん
だ
三
題
要
素
だ
。
自
治 高橋幹雄議員

  
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
の
創
設
を

  
定
住
政
策
と
し
て
も
検
討

体
の
仕
事
、
住
宅
の
暮
ら
し

や
安
全
を
守
る
。
地
域
の
経

済
を
守
り
発
展
さ
せ
る
。
私

は
こ
の
２
つ
を
同
時
に
や
る

こ
と
を
提
案
し
た
い
。
そ
れ

が
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度

で
あ
る
。
町
民
が
安
心
し
て

住
み
続
け
ら
れ
る
制
度
を
作

る
事
が
必
要
で
す
。
作
る
に

あ
た
っ
て
３
点
を
強
調
し
た

い
。
第
１
点
、
住
民
の
安
全

性
を
考
え
た
時
に
古
い
建
築

基
準
で
建
て
ら
れ
た
住
宅
が

地
震
で
損
壊
を
受
け
な
い
よ

う
に
、
個
人
住
宅
に
対
し
て

町
が
リ
フ
ォ
ー
ム
を
支
援
す

る
必
要
が
あ
る
。
第
２
点
、

長
く
住
め
る
住
宅
、
住
ま
い

の
延
命
を
図
る
そ
れ
と
同
時

に
住
宅
と
い
う
資
源
を
長
く

使
う
た
め
の
リ
フ
ォ
ー
ム
支

援
。
第
３
点
、
断
熱
効
率
を

高
め
て
省
エ
ネ
、
Ｃ
Ｏ
２
の

減
少
だ
と
か
、
熱
料
の
消
費

の
節
約
に
リ
フ
ォ
ー
ム
支

援
。
標
津
町
は
美
し
い
村
連

合
加
盟
の
町
、
住
宅
が
改
修

さ
れ
景
観
が
良
く
な
り
地
域

経
済
の
活
性
化
に
寄
与
す
る

こ
と
、
是
非
と
も
こ
の
制
度

の
創
設
を
考
え
て
い
た
だ
き

た
い
。
そ
れ
が
建
築
関
連
事

業
者
の
仕
事
を
増
や
す
事
に

な
る
。

A　　
バ
ブ
ル
の
絶
頂
期
の

１
９
８
０
年
代
か
ら
30
年
過

ぎ
、
今
景
気
が
持
ち
直
し
か

け
て
い
る
の
か
な
と
、
こ
の

30
年
低
迷
し
ピ
ー
ク
時
の

１
０
０
戸
を
１
年
間
で
越
え

て
い
た
。
今
は
20
戸
が
精
一

杯
で
あ
る
。
又
こ
こ
で
一
番

問
題
な
の
が
一
般
住
宅
が
町

内
で
１
０
０
戸
建
設
さ
れ
て

い
た
頃
、
町
内
事
業
が
６
割

で
し
た
が
現
在
20
戸
足
ら
ず

で
町
内
業
者
が
３
割
、
残
り

７
割
は
町
外
で
あ
る
。
建
築

業
者
も
激
減
し
働
く
従
業
員

も
激
減
し
て
い
る
。
住
宅
の

新
築
需
要
が
か
な
り
右
肩

下
が
り
に
な
っ
て
き
て
い

る
。
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
、
１

つ
目
、
一
般
的
な
改
修
に

よ
る
リ
フ
ォ
ー
ム
。
２
つ

目
、
断
熱
窓
の
取
替
、
断
熱

材
の
入
替
に
よ
る
エ
コ
リ

フ
ォ
ー
ム
。
３
つ
目
、
高
齢

者
、
障
害
者
対
策
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
。
４
つ
目
、
耐
震

リ
フ
ォ
ー
ム
。
こ
の
４
種
類

く
ら
い
あ
る
。
結
論
か
ら
申

し
上
げ
ま
す
と
前
向
き
に
検

討
す
る
。
問
題
は
リ
フ
ォ
ー

ム
需
要
、
そ
し
て
町
内
に
で

き
る
業
者
（
左
官
・
内
装
・

板
金
・
建
具
・
サ
ッ
シ
・
塗

装
）
が
、
い
な
い
部
分
を
ど

う
す
る
の
か
、
助
成
す
る
金

額
も
呼
び
水
的
な
も
の
な
の

か
、
又
は
一
気
に
出
す
の

か
、
検
討
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。
人
口
減
少
が
進
む

中
、
住
宅
政
策
と
し
て
も
考

え
て
い
ま
す
。
又
エ
コ
住
宅

と
い
う
意
味
で
ソ
ー
ラ
ー
パ

ネ
ル
の
助
成
も
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

Q　
リ
フ
ォ
ー
ム
の
今
の

全
国
的
な
現
状
、
こ
の
リ

フ
ォ
ー
ム
を
や
っ
て
い
る
と

こ
ろ
は
県
で
は
３
県
、
市
町

村
で
は
５
３
０
市
町
村
で
全

体
の
30
％
と
な
っ
て
い
る
。

北
海
道
で
は
25
％
自
治
体
で

実
施
し
て
い
る
。
非
常
に
経

済
効
果
が
大
き
い
と
言
わ
れ

て
い
る
。
補
助
は
平
均
し
て

10
％
く
ら
い
あ
る
。
経
済
効

果
が
大
き
い
と
い
わ
れ
て
い

る
。
た
だ
、
町
長
か
ら
も
あ

り
ま
し
た
が
、
標
津
は
全
部

の
業
者
が
い
ま
せ
ん
の
で
、

や
る
と
す
れ
ば
他
町
に
流
れ

て
行
く
、
折
角
の
町
民
の
税

金
が
全
部
標
津
で
使
わ
れ
な

い
部
分
な
ど
確
か
に
問
題
が

あ
り
ま
す
が
、
ぜ
ひ
検
討
し

て
頂
き
た
い
。

建設が進む定住団地
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Q　
標
津
町
の
ふ
れ
あ
い
加

工
セ
ン
タ
ー
、
平
成
２
年
か

ら
運
営
さ
れ
て
以
来
、
地
場

食
文
化
の
伝
承
を
目
的
に
潜

在
的
、
産
品
の
掘
り
起
こ

し
、
新
し
い
食
文
化
の
創
造

に
よ
る
町
お
こ
し
の
活
性
化

を
運
動
方
針
と
し
た
。
地
場

資
源
を
使
っ
た
製
品
開
発
、

技
術
開
発
と
し
て
食
品
技
術

相
談
の
受
入
、
食
品
情
報
の

収
集
な
ど
を
事
業
と
し
て
22

年
を
む
か
え
た
。

　

そ
の
間
、
約
１
２
０
も
の

加
工
試
験
製
品
が
で
き
標
津

の
産
品
が
製
品
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
中
の
20
品
が
製
品

化
さ
れ
現
在
９
品
が
製
造
販

売
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら 石橋昌幸議員

  
商
業
の
再
生
に
向
け
て

  
物
作
り
の
次
に
進
ん
で
行
く

の
製
品
は
今
ま
で
は
ど
ち
ら

か
と
い
う
と
、
加
工
業
と
加

工
セ
ン
タ
ー
で
お
互
い
開
発

し
て
商
品
化
さ
れ
て
い
た
が

こ
こ
数
年
業
者
が
考
え
提
案

し
そ
れ
を
共
に
開
発
し
て
い

る
。

　

こ
の
物
作
り
と
し
て
町
作

り
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
地
元
地

域
を
問
わ
ず
産
品
を
原
料
と

し
推
進
さ
せ
標
津
の
商
店
で

も
一
体
化
し
て
い
け
る
。
ま

た
、
今
ま
で
開
発
さ
れ
た
製

品
を
町
民
に
も
リ
ス
ト
を
公

開
し
利
用
で
き
る
物
、
製
品

化
で
き
る
物
を
利
用
し
て
い

た
だ
く
。
今
ま
で
開
発
さ
れ

た
製
品
に
息
を
吹
き
返
す
。

　

こ
れ
を
加
工
セ
ン
タ
ー
を

中
心
に
そ
の
環
境
整
備
を
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
商
業
の
再

生
に
も
つ
な
が
る
。
観
光
産

業
の
環
境
設
備
に
も
つ
な
が

る
と
思
う
。

A　　
戦
略
的
に
何
を
求
め
て

商
業
を
活
性
化
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
飲

食
店
な
ど
も
含
め
て
。
う
ま

い
ご
飯
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
チ
ー
ム
を
組
ん
で
成

果
が
出
て
い
る
し
、
本
腰
を

い
れ
て
取
り
組
め
ば
と
考
え

る
。

　

加
工
セ
ン

タ
ー
は
、
平
成

２
年
に
開
設
し

22
年
経
っ
て
い

る
。
こ
れ
ま
で

取
り
組
み
約

１
２
０
種
類
の

製
品
を
開
発
し

内
20
品
目
を
製

品
化
し
た
。
水

産
加
工
界
な
ど

に
11
品
目
し
か

技
術
移
転
が
で

き
ま
せ
ん
で
し

た
。
ま
た
加
工

セ
ン
タ
ー
が
新

た
に
物
作
り
を

担
う
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
今

の
１
人
体
制
で

は
無
理
が
あ

る
。
町
内
の
ご

婦
人
や
、
加
工

業
者
の
方
が
製

品
を
作
り
た
い
の
で
使
わ
せ

て
欲
し
い
と
い
う
要
望
が
多

く
あ
る
。

　

１
人
し
か
い
な
い
、
狭

い
、
現
状
の
中
で
容
易
に
人

を
増
や
す
、
設
備
を
増
や

す
、
施
設
も
拡
充
す
る
と
い

う
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
現
在
作
っ
た
物
は
、

１
２
０
品
目
の
レ
シ
ピ
を

も
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ

れ
を
公
開
す
る
こ
と
が
大
事

だ
と
思
い
ま
す
。
１
２
０
品

目
を
全
て
公
開
す
る
と
い
う

わ
け
に
は
い
か
な
い
が
品
評

し
て
い
た
だ
く
、
製
品
ニ
ー

ズ
の
調
査
を
行
っ
て
物
作
り

の
次
に
進
ん
で
い
く
、
そ
う

い
う
意
味
で
連
動
し
、
取
り

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
が
、
商
工
会
で
あ

り
、
料
飲
店
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
役
割
を
果
た
し
ま

す
。

　

地
産
地
消
だ
け
で
な
く
、

地
元
だ
け
で
な
く
、
他
に
も

売
っ
て
い
く
、
地
産
他
消
。

そ
し
て
、
本
当
に
商
売
に
し

て
い
く
、
地
産
他
商
。
た
だ

そ
う
い
う
中
で
体
制
の
補

強
、
人
、
物
、
金
、
こ
れ
は

増
強
で
き
ま
せ
ん
が
、
今
の

体
制
の
中
で
、
加
工
セ
ン

タ
ー
を
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
る

と
い
う
気
概
を
持
っ
て
取
り

進
め
る
。

ふれあい加工センターの開発商品
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（「2013　予算概要」より抜粋）

（３月11日〜 14日）〜最少の経費で最大の効果を…〜
平成25年度 10会計予算＝全会一致で認定

｜ 町長改選期（６月任期）のため骨格予算 ｜

一般会計 52億9,700万円（対前年比▲8.1％）

全 会 計 82億2,604万円（対前年比▲4.3％）

海・山・川・大平原がおりなす 感動の大地・標津町

交流人口

地域力

人づくり

産業振興

人口増加 応援企業
応援町民

環境対策

行政力

町
民
力

協働

(ステップⅡ戦略と協働イメージ図）

　ふるさと新生プランステップⅡは、3年目を迎えまし
た。「町民力」「地域力」「行政力」を結集し、協働
のまちづくりの花を咲かせるため、確実な計画の実践
に努めます。
　小さいけれど、皆が住みたい・住み続けたい町　
「小さくてもキラリと光る活力と魅力あふれる定住地
域」の実現に向け、堅実な財政運営のもと、人と人と
のつながりを大切にして、温もりや支えあいを主軸
に、安定した経済活動への支援など地域活性化の推進
を図って、町民の幸せ度を高めてまいります。

自立･再生のまちづくりのため、町民と地域、行政が
協働で取組むふるさと新生の行動指針として策定した
「標津町ふるさと新生プラン・ステップⅡ（平23～
27）」を確実に実践する必要があります。

平成25年度は、町長改選期
（６月任期）のため新規の
政策的経費等の予算計上を
避け、継続経費を主とした
骨格予算を編成することと
なります。

骨格予算を基本と
しながらも、一部
の新規事業経費に
ついては、当初か
ら予算計上するこ
とにより事業を効
果的かつ確実に実
践します。

産業経済等の情勢に対応すべきものや事業の始期が遅
れた場合に期待した効果が得られないもの、あるいは
補助金等の制度により当初予算へ計上しなければなら
ないものなどがあります。

町民力・地域力・行政力の結集によるまちづくりの実践

ふるさと新生プラン・ステップⅡの確実な実践

時期を失しない事業執行

平成25年度は骨格予算
し
か
し

こ
の
た
め

予算審査特別委員会

予算のポイント

町長改選期のため継続事業を主とした骨格予算予算の対前年比

　

平
成
25
年
度
の
一
般
会
計
・
８

特
別
会
計
・
企
業
会
計
予
算
は
、

３
月
11
日
〜
14
日
ま
で
の
４
日

間
、
予
算
審
査
特
別
委
員
会
（
高

橋
幹
雄
委
員
長
・
大
垣
勇
副
委
員

長
）
に
於
い
て
、
理
事
者
及
び
担

当
職
員
の
出
席
の
下
、
慎
重
に
審

議
を
重
ね
た
。

　

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
「
最

少
の
経
費
で
、
最
大
の
効
果
を
挙

げ
る
よ
う
に
…
」
（
地
方
自
治
法

第
２
条
第
14
項
）
を
前
提
に
各
会

計
、
各
項
目
毎
に
、
活
発
な
質
疑

応
答
が
行
な
わ
れ
た
。

　

各
会
計
と
も
全
会
一
致
で
原
案

ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

し
、
３
月
14
日
に
再
開
さ
れ
た
本

議
会
に
於
い
て
、
高
橋
委
員
長
よ

り
委
員
会
審
査
報
告
が
な
さ
れ
、

原
案
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

（
関
連
記
事
10
・
11
ペ
ー
ジ
） 高橋委員長大垣副委員長

一般会計 52億9,700万円（対前年比▲8.1％）

全 会 計 82億2,604万円（対前年比▲4.3％）
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～町民力・地域力・行政力の結集によるまちづくりの実践～

52億9,700万円
平成25年度　一般会計予算 対前年比

8.1％減

各会計予算額 

※各会計の端数処理により、合算と合計額が合わない場合があります。

会　計　区　分 平成25年度 平成24年度 対前年度
比較（％）

一　般　会　計 52億9,700万円 57億6,500万円 ▲8.1 

特　
　

別　
　

会　
　

計

国民健康保険特別会計（事業勘定） 9億4,269万円 8億9,492万円 5.3 

介護保険特別会計（事業勘定） 4億2,798万円 4億1,284万円 3.7 

介護保険特別会計（サービス事業勘定）	 3,426万円 2,881万円 18.9

後期高齢者医療特別会計	 1億1,808万円 1億1,715万円 0.8

簡易水道特別会計 1億7,006万円 1億4,774万円 15.1

下水道特別会計	 3億4,772万円 3億5,103万円 ▲0.9 

金山地域休養施設等特別会計	 1,540万円 1,349万円 14.2 

サーモンパーク特別会計	 65万円 1億1,617万円 ▲99.4 

特　別　会　計　合　計 20億5,683万円 20億8,213万円 ▲1.2 

企
業
会
計

国民健康保険特別会計 収益的収支 7億2,147万円 7億404万円 2.5 
（病院事業） 資本的収支 1億5,074万円 4,881万円 208.8 

企業会計合計 8億7,221万円 7億5,285万円 15.9 

総　　　　　　　計 82億2,604万円 85億9,998万円 ▲4.3 

　　　　
　　

　
　
　
　
　
　
　
依
存

財
源　　　自主財

源

町税
６億2,129万円
（11.7％） 繰入金

１億457万円
（2.0％）

使用料ほか
２億4,639万円
（4.6％）
地方譲与税ほか
２億1,270万円
（4.0％）
道支出金

３億5,960万円
（6.8％）

国庫支出金
２億6,511万円
（5.0％）

町債
６億615万円
（11.5％）

※自主財源　９億7,224万円　（18.3％）
※依存財源　43億2,475万円　（81.7％）

地方交付税
28億8,119万円
（54.4％）

議会費
5,275万円
（1.0％）

総務費
3億5,725万円
（6.8％）

民生費
6億7,749万円
（12.8％）

衛生費
6億3,758万円
（12.0％）

労働費
1,184万円
（0.2％）

農林水産業費
5億4,328万円
（10.3％）
商工費

1億3,669万円
（2.6％）

土木費
7億4,673万円
（14.1％）

消防費
2億4,574万円
（4.6％）

教育費
3億9,523万円
（7.5％）

公債費
6億4,784万円
（12.2％）

諸支出金
53万円
（0.0％）

職員費
8億3,405万円
（15.7％）

予備費
1,000万円
（0.2％）

「科目別」内訳

歳出
52億9,700万円

「財源別」内訳

歳入
52億9,700万円

でスタート
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Q　
町
税
の
滞
納
繰
越
分
の

徴
収
は
前
年
30
％
、
今
年
度

25
％
に
設
定
し
て
い
る
が
、

収
納
へ
の
意
気
込
み
が
低
下

し
て
い
る
の
で
は
？

A　　
不
能
欠
損
を
出
さ
な
い

取
り
組
み
や
滞
納
整
理
機
構

で
の
実
績
も
上
が
っ
て
お

り
、
滞
納
が
減
っ
て
き
て
い

る
。
本
件
に
限
ら
ず
収
納
に

努
力
す
る
。

Q　
移
動
販
売
事
業
は
昨
年

度
に
比
べ
販
売
実
績
が
落
ち

て
い
る
よ
う
だ
が
、
原
因
、

対
策
は
？

A　　
商
工
会
へ
経
費
の
８
割

相
当
を
助
成
。
平
成
23
年
か

ら
平
成
24
年
で
10
数
％
の

減
。
社
会
福
祉
協
議
会
と
も

連
携
し
、
顧
客
の
確
保
等
を

図
っ
て
ゆ
く
。

Q　
町
道
の
排
水
が
溢
れ
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
管
理

　４月１日付の人事異動で、議会事務局員が変わりました。
　新しい事務局員は次のとおりです。
　よろしくお願いします。

議会事務局…………………TEL82-2131
標津町議会ホームページ…http://www.shibetsutown/gikai.html
お問い合わせ………………gikai@shibetsutown.jp

●定例会議は、年４回（３月、６月、９月、12月）開かれます。
●臨時議会は、必要に応じて開かれます。

予
算
審
査

Ｑ
Ａ
＆

の
状
況
は
？

A　　
平
成
25
年
排
水
路
清
掃

に
４
３
０
万
円
計
上
。
前
回

は
平
成
14
年
に
調
査
。
今
後

計
画
的
に
調
査
し
、
実
施
し

て
い
く
。

Q　
生
活
保
護
の
基
準
引
上

げ
が
国
で
検
討
さ
れ
て
い

る
。
町
の
就
学
援
助
基
準
引

上
げ
も
懸
念
さ
れ
る
が
今
後

経
費
の
上
積
み
等
は
考
え
て

い
る
か
？

A　　
児
童
・
生
徒
援
助
費
の

ほ
か
教
材
費
支
援
も
行
っ
て

お
り
、
現
時
点
で
は
こ
れ
ら

の
中
で
対
応
し
て
い
く
。

Q　
国
保
会
計
へ
一
般
会
計

か
ら
の
繰
入
金
が
重
要
な
役

割
を
し
て
い
る
。
今
後
の
見

通
し
は
？

A　　
ル
ー
ル
分
と
税
負
担
を

抑
え
る
政
策
繰
入
分
が
あ

り
、
政
策
繰
入
は
前
年
同
程

度
。
会
計
内
で
収
支
の
均
衡

を
図
る
こ
と
が
基
本
で
あ
る

が
、
医
療
給
付
が
伸
び
て
お

り
税
負
担
軽
減
の
た
め
に
は

一
定
程
度
の
繰
入
は
や
む
を

え
な
い
。

Q　
地
方
公
務
員
の
給
与
削

減
を
前
提
と
し
た
交
付
税
の

削
減
は
地
方
の
こ
れ
ま
で
の

努
力
を
無
視
し
た
や
り
方
で

あ
る
。
こ
の
事
に
つ
い
て
町

長
の
姿
勢
、
考
え
を
伺
う
。

A　　
平
成
13
年
以
降
職
員
数

の
減
を
行
い
つ
つ
サ
ー
ビ
ス

低
下
に
な
ら
な
い
よ
う
努

力
。
交
付
税
へ
の
影
響
は

４
，
３
８
０
万
円
の
減
と
試

算
。
※
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数

も
低
く
、
こ
れ
以
上
下
げ
る

こ
と
は
地
域
経
済
に
与
え
る

影
響
大
で
あ
る
こ
と
か
ら
考

え
て
い
な
い
。

※
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
と
は

　

�

国
家
公
務
員
の
給
与
を
１
０
０
と

し
た
場
合
に
、
地
方
公
務
員
の
給

与
水
準
を
示
す
数
値
。

Q　
若
者
に
夢
を
与
え
る
施

策
を
期
待
し
て
い
る
が
。

A　　
若
者
に
夢
を
与
え
る
施

策
に
つ
い
て
今
後
ま
ち
づ
く

り
会
議
等
で
検
討
し
た
い
。

Q　
国
民
皆
保
険
と
し
て
、

低
所
得
者
の
加
入
が
多
い
国

保
は
、
限
度
額
77
万
円
と

な
っ
て
い
て
重
税
感
が
大
き

い
。
一
般
会
計
か
ら
の
あ
る

程
度
の
支
援
（
政
策
繰
入
）

を
す
べ
き
と
思
っ
て
い
る

が
。A

　　
高
齢
者
が
加
入
し
て
お

り
財
政
基
盤
が
弱
く
重
税
感

が
大
き
い
。
負
担
軽
減
の
た

め
の
政
策
繰
入
は
今
後
も
行

う
が
数
千
万
円
繰
入
れ
て
も

一
世
帯
当
た
り
と
す
れ
ば
、

あ
ま
り
軽
減
と
な
ら
な
い
の

が
実
態
で
あ
る
。

Q　
災
害
時
要
援
護
者
台
帳

の
現
在
の
進
捗
状
況
を
伺
い

ま
す
。

A　　
台
帳
は
30
町
内
会
中
22

町
内
会
よ
り
提
出
あ
り
。
４

月
い
っ
ぱ
い
を
目
処
に
再
度

町
内
会
に
要
請
し
、
町
内
会

の
事
情
を
踏
ま
え
つ
つ
、
早

期
に
完
成
さ
せ
た
い
。

議会を
傍聴
しましょう

長谷川 事務局長水口 係長

人事異動
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役
場
庁
舎
２
階
ロ
ビ
ー
に

て
、
ふ
と
手
に
取
っ
た
「
抜

萃
（
ば
っ
す
い
）
の
つ
づ
り

　

そ
の
71
」
と
い
う
小
冊

子
。
こ
の
冊
子
は
、
株
式
会

社
熊
平
製
作
所
の
創
業
者
熊

平
源
蔵
氏
（
明
治
14
年
生
昭

和
53
年
没
）
が
、
社
会
に
感

謝
・
報
恩
の
思
い
か
ら
、
昭

和
６
年
に
創
刊
致
し
ま
し

た
。
爾
来
、
戦
中
戦
後
の
混

乱
期
を
除
き
、
一
年
一
冊
、

号
を
重
ね
て
来
ま
し
た
。
直

近
一
年
間
の
新
聞
、
雑
誌
、

書
籍
等
か
ら
、
心
に
響
く
珠

玉
の
エ
ッ
セ
ー
、
コ
ラ
ム
33

編
を
転
載
の
許
し
を
得
て
、

抜
萃
し
、
小
冊
子
に
ま
と
め

た
玉
文
（
ぎ
ょ
く
も
ん
）
の

綴
り
で
あ
り
、
各
界
諸
名
士

の
名
作
集
で
す
。
読
む
者
の

琴
線
に
触
れ
る
事
請
合
い
で

す
。
現
在
は
「
そ
の
72
」
が

置
か
れ
て
い
ま
す
。

　

是
非
と
も
一
読
を
！

（
吉
田　
智
）

編集室
議
　
　
長
　
田
中
　
孝
幸

 

広
報
特
別
委
員
会

委
員
長
　
大
垣
　
　
勇

副
委
員
長
　
南
　
　
憲
治

委
　
　
員
　
石
橋
　
昌
幸

委
　
　
員
　
吉
田
　
　
智

　

○
○
教
育
。

一
般
的
に
○
○
に
は
学
校
・
家

庭
・
社
会
と
い
う
文
字
を
当
て
は

め
る
人
が
ほ
と
ん
ど
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
こ
こ
数
年
、
次
代
を

担
い
、
世
界
に
通
用
す
る
日
本
人

と
し
て
必
要
な
資
質
を
育
成
す
る

た
め
に
、
子
ど
も
た
ち
の
も
っ
て

い
る
諸
能
力
を
は
ぐ
く
み
た
い
と

い
う
社
会
的
な
ニ
ー
ズ
や
期
待
が

学
校
現
場
に
多
様
な
「
○
○
教

育
」
の
実
施
を
求
め
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
れ
を
受
け
、
学
校
で

は
、
食
育
、
防
災
教
育
、
環
境
教

育
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
、
金
銭
教

育
、
性
教
育
、
情
報
モ
ラ
ル
教
育

…
と
、
○
○
教
育
を
日
常
的
な
教

育
活
動
に
位
置
付
け
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
教
育
活
動
は
、
こ
う
し

た
○
○
教
育
を
学
校
と
地
域
の
連

携
か
ら
捉
え
展
開
し
た
時
に
は
じ

め
て
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
充

実
し
た
も
の
に
な
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

私
は
、
川
北
小
学
校
の
教
育
活

動
は
、
○
○
教
育
を
推
進
す
る
川

北
地
区
の
「
地
域
力
」
に
支
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
強
く
感
じ
て
い

ま
す
。
そ
の
い
く
つ
か
を
こ
こ
に

紹
介
し
ま
す
。

●
食
育

　

本
校
で
は
、
第
四
学
年
が
そ
ば

学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
畑
お
こ

し
、
種
ま
き
、
収
穫
、
石
臼
挽

き
、
そ
ば
の
試
食
ま
で
活
動
し
ま

す
。
自
分
の
ソ
バ
ど
ん
ぶ
り
を
作

る
陶
芸
活
動
も
行
い
ま
す
。
先
生

は
、
地
域
で
そ
ば
作
り
に
か
か

わ
っ
て
い
る
皆
さ
ん
や
陶
芸
を
楽

し
ま
れ
て
い
る
皆
さ
ん
で
す
。

　

他
に
は
、
野
菜
作
り
名
人
を
招

い
て
、
菜
園
活
動
も
行
い
ま
す
。

●
体
育

　

子
ど
も
た
ち
は
、
川
北
ス
ケ
ー

ト
リ
ン
ク
で
ス
ケ
ー
ト
学
習
を
し

て
い
ま
す
。
見
事
に
整
備
さ
れ
た

ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
で
体
育
の
授
業

や
ス
ケ
ー
ト
大
会
が
で
き
る
の

は
、
リ
ン
ク
づ
く
り
に
情
熱
を
傾

け
る
地
域
の
皆
さ
ん
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
か
ら
で
す
。

　

ま
た
、
ス
キ
ー
学
習
で
は
、
経

験
者
の
保
護
者
や
地
域
の
方
が
指

導
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

●
環
境
教
育

　

川
北
地
区
に
は
、
自
然
観
察
や

体
験
活
動
が
で
き
る
農
村
自
然
公

園
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
川
北

の
自
然
を
テ
ー
マ
と
し
た
総
合
的

な
学
習
の
時
間
の
学
び
の
場
と

な
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
連
合

町
内
会
で
住
み

よ
い
き
れ
い
な

街
づ
く
り
に
努
め
、
沿
道
の
花
壇

整
備
や
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
、
ゴ

ミ
拾
い
等
が
自
主
的
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

●
キ
ャ
リ
ア
教
育

　

今
、
川
北
の
「
鮭
節
」
は
、
急

成
長
を
続
け
る
地
場
産
業
と
な
っ

て
い
ま
す
。
知
床
標
津
マ
ル
ワ
食

品
社
長
田
村
正
範
氏
の
講
話
を
拝

聴
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
地

域
活
性
化
を
有
志
と
ス
タ
ー
ト

し
、
「
鮭
節
」
が
製
品
と
し
て
世

に
出
る
ま
で
の
努
力
や
今
後
の
展

望
に
つ
い
て
お
話
し
さ
れ
ま
し

た
。
す
べ
て
は
、
ふ
る
さ
と
標
津

町
川
北
地
区
の
子
ど
も
た
ち
の
将

来
に
夢
と
希
望
を
与
え
る
取
組
で

あ
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。

　

本
校
で
は
五
年
生
で
漁
業
体
験

学
習
を
実
施
し
、
三
年
生
で
は
酪

農
体
験
学
習
を
関
係
団
体
の
方
に

講
師
と
な
っ
て
い
た
だ
き
実
施
し

て
い
ま
す
。
こ
こ
に
新
た
な
地
域

学
習
の
場
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。

学
校
教
育
を
支
え
る
川
北
の
地
域
力

す
べ
て
は
、地
域
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

標
津
町
立
川
北
小
学
校
長
　
髙
田
　
秀
康

寄稿

・標津町議会ホームページ…http://www.shibetsutown/gikai.html
・お問い合わせ………………gikai@shibetsutown.jp

　

こ
う
し
て
自
分
た
ち
の
住
む
地

域
の
特
色
を
、
体
験
的
な
学
習
活

動
を
通
し
て
学
ん
で
い
け
る
こ
と

は
、
子
ど
も
た
ち
の
将
来
の
夢
に

つ
な
が
る
礎
と
な
る
学
び
の
環
境

が
整
備
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
町
議
会

議
員
吉
田
智
氏
か
ら
こ
の
原
稿
依

頼
と
小
冊
子
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
中
に
あ
っ
た
秋
田
県
の

あ
る
町
の
教
育
長
さ
ん
の
言
葉
が

強
く
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

『
一
人
の
子
ど
も
を
粗
末
に
す
る

時
、
そ
の
教
育
（
町
）
は
光
を
失

う
。
』

　

学
校
は
、「
す
べ
て
は
子
ど
も

た
ち
一
人
一
人
の
た
め
に
」
を
合

言
葉
に
地
域
と
連
携
を
強
く
し
、

地
域
の
教
育
資
源
を
活
か
し
、
特

色
あ
る
教
育
活
動
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
再
確

認
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

「
地
域
力
」
を
活
か
し
、
信
頼

さ
れ
る
学
校
経
営
を
目
指
し
ま

す
。


